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国
労
東
日
本
本
部
は
、
16
春
闘
勝
利
に
向
け
た
闘
い
の
展
開
に
つ
い
て
、
闘
争
指

示
第
57
号
に
基
づ
き
、
要
求
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
各
社
に
お
い
て
は
、
北
海
道
・
四
国
・
貨
物
会
社
が
ベ
ア
ゼ
ロ
の
回
答
と
な
り
、

会
社
間
格
差
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
会
社
に
も
要
求
を
提
出
し
、

春
闘
が
取
り
組
ま
れ
る
な
か
、
さ
ら
な
る
奮
闘
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
号
は
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
早
期
回
答
を
求
め
る
抗
議
集
会
」
の
報
告
及
び
、
16
春

闘
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
た
諸
行
動
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

め
る
抗
議
集
会
！
」
を
開
催
。

関
東
で
１
５
０
名
、
東
北
と

の
合
計
で
約
２
５
０
人
の
組

合
員
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

東
京
・
新
橋
で
開
催
さ
れ

た
関
東
集
会
の
主
催
者
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
宮
﨑
副
委
員

長
は
「
２
年
連
続
で
回
答
指

定
日
を
越
え
る
不
誠
実
な
対

応
に
対
し
、
本
社
及
び
各
支

社
へ
の
連
続
し
た
緊
急
要
請

行
動
の
取
り
組
み
を
展
開
し

て
き
た
が
、
一
向
に
回
答
指

定
日
を
示
さ
な
い
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
対
す
る
緊
急
抗
議
集
会

を
本
日
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
採
択
さ
れ
た
決
議

文
は
、
集
会
後
直
ち
に
本
社

に
届
け
て
抗
議
を
示
し
て
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

国
労
本
部
・
坂
口
委
員
長
か

ら
は
「
16
春
闘
で
の
本
部
闘

争
指
示
を
発
し
、
３
月
10
日

に
本
部
中
央
行
動
を
３
０
０

名
の
参
加
で
成
功
さ
せ
て
き

た
。
Ｊ
Ｒ
各
社
の
回
答
が
出

揃
っ
た
中
で
本
部
と
し
て
、

新
た
な
闘
争
の
展
開
が
必
要
」

と
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
佐
藤
書
記
長
か

ら
「
闘
争
経
過
と
今
後
の
闘

い
を
提
起
す
る
。
心
の
底
か

　

国
労
東
日
本
本
部
は
３
月

30
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
回
答

指
定
日
の
３
月
16
日
を
過
ぎ

て
も
次
回
交
渉
を
明
ら
か
に

し
な
い
中
、
関
東
・
東
北
の

２
ヵ
所
で
緊
急
の
取
り
組
み

と
し
て
「
16
春
闘
勝
利
！
Ｊ

Ｒ
東
日
本
に
早
期
回
答
を
求

ら
怒
り
を
も
っ
て
抗
議
す
る

と
共
に
、
①
組
合
員
へ
の
交

渉
状
況
の
情
報
提
供
の
強
化
、

②
再
々
緊
急
申
し
入
れ
、
③

各
地
本
へ
の
オ
ル
グ
行
動
の

展
開
、
④
年
度
越
え
が
明
ら

か
な
場
合
は
、
第
三
者
機
関

の
活
用
で
団
体
交
渉
の
開
催

を
求
め
る
。
重
大
な
決
意
を

も
っ
て
戦
術
の
ア
ッ
プ
を
め

ざ
す
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

各
地
本
か
ら
の
決
意
表
明

を
受
け
た
後
、「
抗
議
集
会
決

議
（
案
）」
の
提
案
を
全
体
で

採
択
。
最
後
に
宮
﨑
副
委
員

長
の
力
強
い
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

集
会
後
に
は
東
北
集
会
で

の
採
択
と
共
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
本
社
に
対
す
る
「
抗
議
集

会
決
議
」
並
び
に
「
再
々
緊

急
申
し
入
れ
」
を
提
出
し
て

き
ま
し
た
。

　

国
労
東
日
本
本
部
は
３
月

30
日
、
東
北
３
地
本
「
16
春
闘

勝
利
！
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
早
期

回
答
を
求
め
る
抗
議
集
会
！
」

（
岩
手
県
・
盛
岡
市
）
を
開
催
。

緊
急
の
呼
び
掛
け
に
も
関
わ

ら
ず
、
約
１
０
０
名
の
組
合

員
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

集
会
は
仙
台
地
本
・
大
沼

委
員
長
の
司
会
あ
い
さ
つ
で

始
ま
り
、
主
催
者
を
代
表
し

た
菊
池
委
員
長
は
「
回
答
指

定
日
を
２
週
間
過
ぎ
た
現
在

も
会
社
か
ら
は
何
の
説
明
も

示
さ
れ
な
い
事
態
。
国
労
東

日
本
に
結
集
す
る
全
組
合
員

の
総
意
と
し
て
早
急
な
交
渉

開
催
を
求
め
た
い
」
と
、
抗

議
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
伊
藤
執
行
委
員
が

こ
の
間
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の

交
渉
経
過
、
Ｊ
Ｒ
各
社
の
春

闘
状
況
、
今
後
の
取
り
組
み

等
を
報
告
。
そ
の
後
、
各
地

本
か
ら
の
決
意
表
明
を
受
け
、

と
り
わ
け
仙
台
地
本
・
原
子

書
記
長
か
ら
は
国
労
東
北
協

議
会
と
し
て
貨
物
東
北
支
社

に
対
す
る
取
り
組
み
や
、
グ

ル
ー
プ
会
社
を
含
め
た
春
闘

の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
３
月
23
日
に
５

人
の
仲
間
が
同
時
加
入
し
た

仙
台
地
本
・
福
島
県
支
部
・

郡
山
駅
連
分
会
よ
り
菅
原
氏

が
「
分
会
と
し
て
全
て
の
闘

い
を
組
織
拡
大
に
集
約
し
て

き
た
」
と
、
こ
の
間
の
職
場

で
の
取
り
組
み
と
引
き
続
き

の
決
意
を
述
べ
、
春
闘
期
で

の
最
大
の
成
果
と
も
い
え
る

組
織
拡
大
に
対
し
、
全
体
で

激
励
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、「
抗
議
集
会
決

議
（
案
）」
を
全
体
で
採
択
。

最
後
に
盛
岡
地
本
・
佐
々
木

委
員
長
の
力
強
い
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

対
す
る
抗
議
の
意
思
統
一
と

し
ま
し
た
。
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し
ま
し
た
。

　

新
橋
支
部
・
伊
藤
委
員
長

は
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
昨
年

の
支
部
定
期
大
会
以
降
に
実

行
委
員
会
を
準
備
し
、
２
月

15
日
～
16
日
に
学
習
決
起

集
会
、
３
月
17
日
に
は
新
宿

駅
西
口
と
有
楽
町
マ
リ
オ
ン

前
に
お
い
て
宣
伝
と
戦
争
法

廃
止
に
向
け
た
２
千
万
人
署

名
を
取
り
組
ん
で
き
た
。
戦

争
法
の
施
行
が
間
近
に
迫
っ

て
い
る
今
、
春
闘
と
併
せ
て

全
力
で
奮
闘
し
よ
う
。
今
集

約
集
会
も
29
回
を
重
ね
て
き

た
。
７
月
か
ら
は
い
よ
い
よ

地
区
分
会
が
発
足
す
る
。
伝

統
あ
る
こ
の
集
会
を
発
展
・

継
続
さ
せ
て
い
こ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
上
部
機
関
か
ら

東
日
本
本
部
・
佐
藤
書
記
長
、

東
京
地
本
・
鎌
田
委
員
長
に

よ
る
春
闘
期
の
情
勢
及
び
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
を

受
け
、
来
賓
の
方
々
か
ら
も

そ
れ
ぞ
れ
連
帯
の
挨
拶
を
受

け
ま
し
た
。

　

職
場
報
告
で
は
、
蒲
田
車

掌
区
分
会
・
千
田
分
会
長
よ

り
「
運
輸
区
構
想
に
絡
ん
で

転
勤
発
令
が
行
わ
れ
、
他
労

粗
か
ら
も
一
方
的
だ
と
批
判

が
相
次
い
で
い
る
」
な
ど
と

い
っ
た
問
題
点
が
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
信
濃
川
発
電

所
分
会
・
清
水
分
会
長
か
ら

は
不
正
取
水
以
降
の
問
題
点

等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
集
会
は
石
井
書
記

長
か
ら
、
支
部
に
お
け
る
春

闘
行
動
の
報
告

を
受
け
、
最
後

に
伊
藤
委
員
長

に
よ
る
団
結
が

ん
ば
ろ
う
で
締

め
く
く
ら
れ
、

そ
の
後
の
デ
モ

行
進
へ
と
移
り

ま
し
た
。

　

デ
モ
隊
は
会

場
の
交
通
ビ
ル

か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
東
京
電
力

本
社
前
、
銀
座

の
街
に
か
け
て
、

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
響
か

せ
な
が
ら
行
進
し
ま
し
た
。

組
合
員
が
独
自
で
作
成
し
た

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
る
な

ど
、
整
然
と
デ
モ
行
進
を
行

い
な
が
ら
、
国
労
の
主
張
を

市
民
へ
と
強
く
訴
え
か
け
ま

し
た
。　
　
（
新
橋
支
部
発
）

政
治
決
戦
と
労
働
組
合
の
役

割
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
国
労
東
北
総

決
起
集
会
が
行
わ
れ
、
主
催

者
を
代
表
し
、
東
日
本
本
部
・

佐
藤
正
幸
書
記
長
と
東
北
協

議
会
・
佐
々
木
力
議
長
が
そ

れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

春
闘
情
勢
と
Ｊ
Ｒ
会
社
の
動

向
、
国
労
の
取
組
み
、
16
春

闘
勝
利
と
諸
課
題
の
前
進
、

そ
し
て
闘
い
を
通
じ
て
新
し

い
仲
間
を
国
労
に
迎
え
入
れ

る
決
意
を
固
め
合
お
う
と
訴

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
北
三
地
本
（
盛

岡
・
小
林
、
秋
田
・
高
橋
、

仙
台
・
歌
川
各
副
委
員
長
）

と
東
北
貨
物
協
議
会
・
高
橋

議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
力
強
い

決
意
表
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

集
会
後
に
参
加
者
は
４
隊

列
に
分
か
れ
て
仙
台
市
内
を

デ
モ
行
進
。
賃
上
げ
を
は

じ
め
と
し
た
労
働
条
件
改
善

や
安
全
問
題
な
ど
の
国
労
要

求
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で

市
民
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
し

た
。

　

総
決
起
集
会
の
前
段
に

は
、
仙
台
支
社
前
と
仙
台
駅

東
口
に
お
い
て
早
朝
チ
ラ
シ

配
布
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
チ
ラ
シ
に
は
「
業
務

委
託
化
反
対
」「
格
差
社
会

を
な
く
そ
う
」「
外
注
化
と

Ｊ
Ｒ
貨
物
問
題
」「
反
原
発
」

「
改
憲
・
戦
争
反
対
」
な
ど
、

多
く
の
課
題
と
要
求
が
書
き

込
ま
れ
て
お
り
、
広
く
市
民

に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。　
（
仙
台
地
本
発
）

　

３
月
４
日
、
仙
台
市
内
に

お
い
て
国
労
東
北
総
決
起
集

会
が
開
催
さ
れ
、
３
８
０
人

の
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

集
会
の
第
一
部
で
は
、
東

北
労
働
講
座
と
し
て
国
労
弁

護
団
・
海
渡
雄
一
弁
護
士
の

講
演
が
行
わ
れ
、「
戦
争
法

と
秘
密
保
護
法
廃
止
・
労
働

法
制
改
悪
阻
止
の
闘
い
を
有

機
的
に
結
び
つ
け
て
闘
う
必

要
性
が
あ
り
、
２
０
１
６
年

　

新
橋
支
部
は
３
月
18
日
、

16
春
闘
勝
利
！
戦
争
法
廃

止
！
支
部
統
一
行
動
の
集
約

集
会
を
、
新
橋
・
交
通
ビ
ル

地
下
１
階
会
議
室
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。
集
会
に
は

組
合
員
や
家
族
会
及
び
共
闘

の
仲
間
た
ち
の
参
加
も
あ

り
、
総
勢
２
２
０
名
が
結
集


